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五領地区連合 自治会

こ
の
三
月
で
東
北
の
大
震
災
か
ら
六
年
に
な
り
ま
す
。
五
領
地

区
に
お
い
て
も
、
避
難
訓
練
や
、
防
災

・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
、

防
災
活
動
に
本
年
度
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

出
張
所
の
本
庄
氏
か
ら
防
災

知
識
講
座
が
行
わ
れ
、
映
像
で

被
災
地
の
様
子
や
消
防
署
の
取

組
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
金
光
大
阪
中
学

校

・
高
等
学
校
、
イ
オ
ン
高
槻

店
、
ニ
テ
レ
イ
フ
ー
ズ
関
西
工

場
、
五
領
地
区
連
合
自
治
会

か
ら
災
害
時
に
地
域
連
携
と
し

て
何
が
で
き
る
か
を
主
に
説
明

が
あ
り
、
出
席
し
た
全
団
体
で

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
、

東
日
本
大
震

災
当
時
、
宮

城
県
に
あ
る

イ
オ
ン
多
賀

城
店
の
店
長

と
し
て
住
民

約
六
百
人
の

避
難
活
動
に

あ
た
っ
た
、
イ

オ
ン
高
槻
店

の
店
長
に
よ

る
避
難
時
の

体
験
談
や
津

波
の
状
況
説

明
に
、
フ
オ
ー

一月
二
十
五
日
（水
）
五
領
公

民
館
と
共
催
で

『防
災
・減
災
』

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
原
会
長
挨
拶
の
あ
と
、
五
領

地
区
の
学
校
、
企
業
、
中
消

防
署
五
領
出
張
所
、
高
槻
市

の
防
災
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
課

及
び
五
領
方
面
隊
十
二
人
の
出

席
者
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
消
防
署
五
領

ラ
ム
に
参
加
者
し
た
約
五
十
人

の
方
々
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は

「
具
体
的

な
話
が
聞
け
た
」
、
「も
っ
と
話

が
聞
き
た
か
っ
た
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

は
、
五
領
地
区
連
合
自
治
会
と

し
て
は
、
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。

今
後
も
連
合
自
治
会
は
、
地
域

内
で
の
連
携
や
住
民
の
方
々
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
れ
る
よ
う

な
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
槻
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議

で
は
、
市
民
会
議
設
立
四
十
周

年
に
当
た
る
本
年
度
、
地
区
防

災
会
の
全
市
域
設
立
を
、
日
標
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
四
十

周
年
記
念
大
会
の
二
月
十
一日
に

達
成
の
見
込
み
と
な
り
、
五
領
地

区
に
も
防
災
会
旗
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
防
災
の
行
事

に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
旗
の
も
と
開

催
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
防
災
会
が
果
た

す
役
割
と
し
て
は
、
地
区
内
を

網
羅
す
る
連
絡
体
制
の
確
保
、

行
政
と
協
働
し
た
避
難
所
運
営

と
総
合
窓
口
を
担
う
、
自
主
防

災
会
未
結
成
自
治
会
に
対
す
る

結
成
支
援
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
五
領
地
区
も
こ
れ
を
め
ざ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

金
光
、
五
領
小

・
中
学
校
で
実
施

避
難
誘
導

・
受
付
、
炊
き
出
し
な
ど

た
。
今
年
度
は
、
市
内
南
東
地
域

（概
ね
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
よ
り
南
側
、

芥
川
よ
り
東
側
）
が
対
象
で
、
わ
が

五
領
地
区
な
ど
、
十
一の
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
主
体
と
な
り
、
避
難
所
を

開
設
し
、
午
前
十
時
の

「
地
震
発

生
」
の
屋
外
放
送
に
合
わ
せ
て
、
地

域
住
民
が
避
難
を
開
始
し
ま
し
た
。

五
領
地
区
で
防
災
訓
練
の
避
難

所
と
な
っ
た
の
は
、
金
光
大
阪
、
五

領
小
、
五
領
中
学
校
で
、
訓
練
シ
ナ

リ
オ
に
基
づ
き
実
施
し
ま
し
た
。

市
の
方
面
隊
等
と
連
携
し
、
展

十
一月
二
十
七
日
（日
）高
槻
市
と

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
市
民
会
議
が
共
催
で
、

市
民
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

示
セ
ッ
ト
の
設
置
、
避
難
者
受
付
訓

練
、誘
導
案
内
、炊
き
出
し
訓
練
（ア

ル
フ
ア
化
米
の
パ
ッ
ク
詰
め
、
ゴ
ミ
出

し
な
ど
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
の
中
で
の
訓
練
で
、
屋

外
で
の
訓
練
を
屋
内
で
行
う
な
ど

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
約
三
百
五
十

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

災
害
へ
の
備
え
は
、
こ
う
し
た
訓

練
や
地
域
の
絆
が
大
切
で
す
。
市

と
し
て
は
、
今
回
の
訓
練
で
、
避
難

所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
目
指
し

て
お
り
、
地
区
と
し
て
も
完
成
後
は
、

ま
た
一段
と
充
実
し
た
訓
練
を
展
開

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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平
成
二
十
八
年
度
連
合
自
治

会
の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

定
期
総
会

昨
年
五
月
八
日

「
連
合
自

治
会
平
成
二
十
八
年
度
定
期

総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
平
成

二
十
七
年
度
の
事
業
報
告
、
同

決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
、

平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
計
画

案
、
同
予
算
案
等
を
審
議
し
、

採
択
し
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
に
つ
い
て
は
、
会

長
に
中
原
武
、
副
会
長
に
高
須

賀
嘉
章
、
高
浪
岸
夫
、
野
々
上

憲
治
、
事
務
局
長
に
田
所
順
子
、

会
計
に
宮
本
佳
幸
、
監
査
に
、

家
木
み
ど
り
、
君
野
辰
夫
の
各

氏
が
選
任
さ
れ
、
顧
間
に
塩
見

勝
弥
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

社
会
見
学

今
回
は

「新
装
な
っ
た
姫
路

城
を
訪
ね
て
」
と
い
う
こ
と
で
、

十
一月
十
五
日
、世
界
文
化
遺
産
・

国
宝
、
姫
路
城
を
社
会
見
学
し

ま
し
た
。
「姫
路
城
は
、
死
ぬ
ま

で
に
行
き
た
い
世
界
の
城
」
第
二

位
、
で
も
あ
り
、
今
回
、
修
理

が
行
わ
れ

「本
当
に
白
い
の
は
、

最
初
の
一～
二
年
だ
け
、
い
ま
の

う
ち
に
い
こ
う
！
」
と
の
こ
と
で
、

バ
ス
三
台
で
の
訪
間
と
な
り
ま
し

た
ｃ姫

路
城
、
そ
の
圧
倒
的
な
姿

は
、
白
い
鷺
が
舞
い
立
つ
よ
う
に

見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
別
名

「白

鷺
城
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
大
修
理
か
ら
四
十
五
年
．

「
平
成
の
修
理
」
と
呼
ば
れ
た

大
天
守
保
存
修
理
工
事
は
、
築

城
時
そ
の
ま
ま
の
美
し
い
姿
で
、

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

約
五
年
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

姫
路
城
内
は
、
案
内
ガ
イ
ド

が
つ
い
て
、
ま
と
ま
っ
て
の
見
学
と

な
り
ま
し
た
。
主
要
な
内
容
を
、

要
領
よ
く
か
た
っ
て
く
れ
る
の
で
、

大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。
こ
う
し

た
語
り
部
の
方
々
の
大
切
さ
を
感

じ
た
研
修
で
も
あ
り
ま
し
た
。

文
化
展

第
二
十
七
回

「
五
領
文
化

展
」
（五
領
公
民
館
と
の
共
催
）

が

ク希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
・レ
イ

ン
ボ
ー
ス
テ
ー
ジ
２
０
１
７
ク
と
し

て
、
三
月
四
日
、
五
日
に
わ
た
り
、

五
領
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
濱

田
市
長
、
教
育
長
、
市
民
会
議

議
長
な
ど
、
多
く
の
観
賞
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

展
示
作
品
は
、
一階
に
☆
五
領

書
道
サ
ー
ク
ル
☆
淀
の
原
シ
エ
ア

第
２０
回
を
迎
え
た
五
領
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

・
第
一部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
ジ

①
大
正
琴
（ド
リ
ー
ム
＆
ド
リ
ー
ム

娘
、
蘭
香
琴
の
会
）

②
金
光
大
阪
高
校
　
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
・女
子
ダ
ン
ス
部
・ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
同
好
会

七
月
二
十
三
日

「第
二
十
回
五
　

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
　

⑤
千
人
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
　
　
　
　
綿
菓
子
、に
加
え
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

領
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
、
五
領
小

　

た
。
今
年
度
は
、
二
十
回
記
念
の
　

⑥
南
中
ソ
ー
ラ
ン
　
和
朗
園
職
員

　

な
ど
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

大
会
と
な
リ
テ
ー
マ
は
、
一時
代
を

　

。
第

二
部

の
盆
踊
り

　

　

　

　

　

　

濱

田
市

長
、
教

育

長
、
市

民

創
れ
！
文
化
を
開
け
―
」
で
し
た
。
　

　

靖

月
会
、
高
槻

江
州
音

頭
保

　

会
議
議

長
、
社
会
福
祉
協
議
会

時
代
を
創
れ
！

文
化
を
開
け
９
。
　
　
　
の
会
長
等
が
来
場
、
代
表
か
ら

挨
拶
の
後
、
ス
タ
ー
ト
の
花
火
点

③
和
太
鼓
天
晴
座

④
沖
縄
三
線

存
会
の
メ
ン
バ
ー
の
音
頭
に
の
っ
て

五
領
な
ら
で
は
の
盆
踊
り
ｃ
江

州
音
頭
、
河
内
音
頭
、
炭
坑
節
、

高
槻
音
頭
な
ど
を
踊
り
ま
し
た
。

ま
た
、
祭
り
の
も
う
ひ
と
つ
の

楽
し
み
模
擬
店
は
、
自
治
会
と

学
校
・Ｐ
Ｔ
Ａ
・子
供
た
ち
に
よ
り
、

焼
き
そ
ば
、カ
キ
氷
、金
魚
す
く
い
、

火
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
ｃ

●
盆
踊
り
、
夏
祭
り
に
協
賛

一方
、
本
年
度
も
、
淀
の
原
や
、

エ
ン
ゼ
ル
ハ
イ
ム
自
治
会
で
の
盆
踊

り
や
夏
祭
り
に
連
合
自
治
会
も

協
賛
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
写
真
部
☆
遊
彩
会
（絵

画
）、
三
階
に
は
☆
五
領
陶
芸

サ
ー
ク
ル
☆
淀
の
原
シ
エ
ア
ク
ラ
ブ

書
道
部
☆
有
薗
書
道
教
室
☆
京

華
ベ
ン
ク
ラ
ブ
☆
水
墨
画
サ
ー
ク

ル
☆
五
領
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
☆
新
婦
人
☆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
☆
淀
の
原
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
五
領
中
、
五
領
小
、
上
牧
小
、

熊
本
地
震
救
援
募
金

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四

日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

に
、
地
域
の
皆
様
か
ら
真
心

の
救
援
金
を
募
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
四
月
二
十
九

日
に
は
、
地
域
役
員
及
び
学

校
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
有
志
に

よ
る
上
牧
駅
前
街
頭
募
金
を

始
め
、
各
自
治
会
、
学
校
、

各
種
団
体
の
協
力
に
よ
り
、

百
五
十
八
万
円
を
募
金
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
領
幼
稚
園
、
上
牧
幼
稚
園
な

ど
で
、
今
回
も
昨
年
同
様
の
出

品
が
あ
り
ま
し
た
。

ク
レ
イ

ン
ボ

ー
ス
テ
ー
ジ

２
０
１
７
ク
で
は
、
二
日
間
に
わ

た
り
多
く
の
出
演
が
あ
り
ま
し

た
が
、
開
会
前
、
濱
田
市
長
が

大
正
琴
を
一緒
に
演
奏
す
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
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平
成
二
十
八
年
、六
月
五
日
、

長
野
市
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
行
わ

れ
た
第
六
十
七
回
全
国
植
樹

祭
に
特
別
招
待
者
と
し
て
参

加
、
全
日
本
学
校
関
係
緑
化

コ
ン
ク
ー
ル
の
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
（協

力
賞
）
を
受
賞
し
、
五
領
地
区

学
校
芝
生
育
成
会
会
長

・
中

原
武
さ
ん
と
、
同
事
務
局
長

・

板
倉
克
和
さ
ん
が
植
樹
祭
に

招
待
さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

同
賞
は
、
明
治
時
代
、
日

本
に
学
校
教
育
の
一環
と
し

て
植
樹
を
導
入
し
た
バ
ー
ド

ジ
ー
・
グ
ラ
ン
ト
ー
ノ
ー
ス
ロ
ッ

プ
博
士
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら

れ
た
も
の
で
、
学
校
緑
化
の

協
力
者
を
表
彰
す
る
も
の
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
入
場

後
、
全
員
で
熊
本
地
震
の
犠

牲
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、

表
彰
式
、
両
陛
下
の
お
手

植
え
、
お
手
撒
き
の
儀
へ
と

進
み
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場

し
た
市
川
海
老
蔵
が
歌
舞
伎

「
勧
進
帳
」
の
一節
を
披
露

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

五
領

。
上
牧
小
学
校
の
芝

生
は
、
平
成
二
十
三
年
に
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
作
り
の

た
め
に
と
、
地
域
が
提
案
し
、

大
阪
府
の

「み
ど
り
の
基
金
」

を
用
い
て
敷
き
詰
め
管
理
し

て
き
ま
し
た
。

二
千
年
後
の
未
来
に
向
け
、

学
校
緑
化
を
通
し
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。泰

彰

斌

彙

賦
膚

〓薇
驀

争ヽ
な
心番
一會
茂
泰
級

書
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は
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●
お
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格

篠
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●
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■
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代
縫
ミ
ｏ

薔
・氏
●多
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親子見学会

地元にある企業での地域連携企画として、28年度
は、ニチレイフーズ関西工場での夏休み特別企画「親

子で工場見学会」を開催しました。

開催は、8月 の、4、 5、 9、 10、 23の 5日 間。こ

れまでも、工場見学としてニチレイを訪問したことは

ありますが、親子で訪ねる企画は今回が初めてです。

地域連携で始めて実現しました。

視点となるのは、「学び 1発見 |」 ～からあげチキ
ンが出来るまで、を追いかけるとともに、包装ライン

を見学。こんなに早いのとの驚きと、ロボットでの箱

詰めに感動。

次に「体験 |」 ～濡れたタオルが凍る世界として冷

凍庫体験、マイナス約25度の冷凍庫内で濡れタオル

の実験がありました。

そして「試食 |」 ～さてどんなお味か、試食と質問
タイムがとられました。

PTA懇談会
仲秋月見会

地域連携の取 り

組みを積極的に進

めているイオン高

槻店では、昨年度

の期 日前投 票 (本

年度も実施)に続き、五領地区の小中学校PTA
との懇談会 (写真上)を 実施、イオン高槻店の物

足りない点や、学校生活・社会行事での要望を聞

く機会を設けるとともに、仲秋月見会 (写真下)

を9月 17日 に、同店の屋上で行いました
=

内容は、お月様と宇宙の神秘 月夜のフラと

キャンドルライトに希望を載せて・星空解説・観

望会・フラダンス。紙コップキャンドル絵描きが

受け付けられ、月見ぜんざいの配布もありました。

会長、市長、市民会議議長、教育長、イオン近

畿北陸カンパニー支社長からの挨拶がありました。

職辮|1苺 ||,|:
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平
成
二
十
八
年
度
の
防
犯
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
防
犯
委
員
研
修

九
月
十
五
日
、
防
犯
委
員
研

修
会
が
、
高
槻
市
現
代
劇
場
で

行
わ
れ
大
阪
府
防
犯
設
備
士
協

会
平
岡
専
務
理
事
か
ら

「あ
な

た
は
狙
わ
れ
て
い
る
…
…
犯
罪

へ
の
備
え
」
と
題
し
て
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課

題
と
し
て
①
犯
罪
に
対
す
る
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
具
体
的

手
法
②
大
阪
府
鹿
野
犯
罪
情
勢

と
犯
罪
対
策
③
あ
な
た
の
街
。

家
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

三
点
か
ら
の
内
容
で
、
地
区
か

ら
も
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

十
月
十
三
日

「全
国
地
域
安

全
運
動
高
槻
市
・
島
本
町
防
犯

大
会
」
が

クみ
ん
な
で
力
を
あ

わ
せ
て
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
″
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
防
犯
委
員
の
代
表
が

参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
刑
法
犯
罪
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
身
近
な

犯
罪
で
あ
る
子
、
ひ
っ
た
く
り

や
、
子
ど
も
、
女
性
を
狙
っ
た

犯
罪
は
、
増
加
し
て
い
る
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
関

西
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

「社
会
安
全
隊
」
に
よ
る
防
犯

寸
劇
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
支
部
の
活
動
が
紹
介

防
犯
の
機
関
誌
「あ
ん
あ
ん
」

に
、
五
領
支
部
の
活
動
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
支
部
で
は
、
イ

オ
ン
高
槻
店
で
の
特
殊
詐
欺
被

害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施

さ
れ
て

お

り
、

地
元
の

「
つヽ

の

は

な

」

の
メ
ン

バ
ー
が

活
躍
し

て
い
ま

す
。

▼
歳
末
防
犯
警
戒

各
自
治
会
を
拠
点
に
、
十
二

月
二
十
九
日
、
三
十
日
を
中
心

に
、
歳
末
防
犯
警
戒
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
中
心
拠
点
の
五
領

公
民
館
に
は
、
二
十
九
日
、
高

槻
市
、
高
槻
警
察
署
、
防
犯
協

議
会
の
代
表
の
激
励
の
訪
間
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
献
血
活
動
に
協
力

地
域
献
血
を
九
月
十
日
、
金

光
大
阪
中
学
校

。
高
等
学
校
及

び
十

一
月
二
十
日
イ
オ
ン
高
槻

店
に
献
血
車
を
迎
え
献
血
推
進

活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
阪
急
高
槻
市
駅
ミ
ン
グ
前

な
ど
で
、
街
頭
広
報
と
し
て
、

テ
ィ
シ
ュ
を
配
布
し
て
啓
発
に

当
た
り
ま
し
た
。
献
血
に
皆
様

の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま

す
。

▼
研
修
会

高
槻
市
赤
十
字
奉
仕
団
・
高

槻
日
赤
友
好
会
と
が
合
同
管
外

研
修
会
を
広
島
県
大
雨
災
害
に

お
け
る
救
助
活
動
と
題
し
て
、

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
日
に

発
生
し
た
大
災
害
に
、
連
絡
調

整
、
医
師
・看
護
師
の
派
遣
等
々

発
生
時
か
ら
の
対
処
を
研
修
し

ま
し
た
。
現
地
に
は
大
き
な
土

砂
災
害
の
爪
あ
と
が
残
っ
て
い

ま
し
た
。

▼
社
資
募
集
の
報
告

活
動
を
支
え
る
資
金
と
し
て

「
第

１５
回
ホ
ワ
イ
ト

コ
ン

サ
ー
ト
」
が
、
十
二
月
二
十
三

日
金
光
大
阪
中
学
校
高
等
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
「音
で

つ
な
が
る
五
領
の
絆
―
き
ず
な

―
‐」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
七

つ
の
団
体
に
よ
る
素
晴
ら
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

年
も
各
自
治
会
の
ご
協
力
に
よ

り
六
十
四
万
三
千
六
百
七
十
九

円
集
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（高
槻
市
赤
十
字
奉
仕
団
五
領

地
区
連
合
分
団
長
　
薗
田
廻

冶
）十

一
月
五
日
、
五
領
中
学
校

で
記
念
す
べ
き

「第
３０
回
親
子

カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
十
二
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
ゲ
ー
ム
や
食

べ
物
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
連
合
自
治
会
か
ら
も
、
食

べ
物
コ
ー
ナ
ー
に
クや
き
い
も
ク

で
参
加
。

今
回
は
、
第
三
十
回
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
キ
ン
グ
ス
・ギ
ャ

ン
ビ

ッ
ト

・
ウ

ィ
ン
ド

・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
出
演
。
「
フ
ラ
ッ

シ
ュ
モ
ブ
」
で
会
場
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
各
校
の
先
生
チ
ー
ム
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
三
校
対
抗

の
先
生
合
戦
の
ダ
ー
ム
大
会
も

あ
り
、
子
ど
も
も
大
人
も
ひ
と

つ
に
な
っ
て
交
流
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

▼
特
定
検
診

六
月
二
十
日
に
実
施
し
、
受

診
者
は
、
百
十
四
名
で
し
た
。

平
成
二
十
七
年
の
特
定
検
診
受

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
生

き
生
き
と
し
た
発
表
、
中
学
生
、

高
校
生
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
熱

演
、
最
後
の
各
団
体
の
演
奏
も

圧
巻
で
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
千
名
を
こ
え
る
参
加
者
が

あ
り
、
十
五
回
記
念
に
ふ
さ
わ

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
ｃ

診
者
は
、
百
十

一
名
で
あ
り
、

前
年
に
比
べ
二
人
増
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
個
別
健
診
で
は
、

四
百
十
二
名
（平
成
二
十
八
年

十
二
月
末
時
点
）
が
受
診
し
ま

し
た
。
検
診
内
容
は
、
診
察
、

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検

査
、
血
液
検
査
、
心
電
図
検
査

で
し
た
。

▼
特
定
保
健
指
導

六
月
の
特
定
検
診
の
結
果
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
生
活
習
慣

の
改
善
で
予
防
が
期
待
さ
れ
る

方
に
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
し

た
。
初
回
面
接
（平
成
二
十
八

年
七
月
二
十
五
日
）
と
最
終
面

接
（平
成
二
十
九
年

一
月
三
十

日
）
で
は
、
四
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

五
月
三
十
日
、
高
槻
警
察
署

管
内
防
犯
協
議
会
の
定
期
総
会

の
表
彰
式
で
西
村
武
さ
ん
が
防

犯
功
労
者
と
し
て
受
賞
。

二
月
十

一
日
、
高
槻
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議
四
十
周

年
の
記
念
大
会
で
は
、
高
須
賀

嘉
章
さ
ん
、
中
原
武
さ
ん
、
高

浪
岸
夫
さ
ん
が
、
永
年
功
労
賞

を
受
賞
。

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。


